ルサンチマン [人 ム ressentiment」 

も と も と 尻 み や 憎しみ が 導 の 中 に こも っ て 哲 屈 し た 状態 を いう 言葉 だ が 、 ニ ー チ ェ 
は これ を 弱 い 者 へ の 思い や りや 自己 様 牧 を 説く 王 等 主義 的 な 洪 徳 の 起源 を 説明 する た 
め に 用 いた 。 役 に よ れ ば キリ スト 教 江 邊 や 、 そ こ か ら 生 まれ た 和 近代 市 民 福 会 の ヒュ ー 
マニ ズム や 人 棒 の 思想 は 、 弁 者 の 強者 に た いす る 帳 み や 復讐 才 を 遂 科 と し て 表し た 女 
寺 の 導 徳 な の で ある 。 この 延長 上 に ある 社会 主義 の 思想 も 、 こ の よう な 奴 寺 送 鼻 の 一 
部 に ほか な ら な いと 考 そ えら れる 。 ニー チェ は これ に た いし て 強 老 の 道 徴 、 貴 族 的 な 詩 


りや 勇気 を 讃え る 戦士 の 導 役 、 君 主 の 導 後 を 対置 し た (ニー チェ 『 疾 後 の 素 譜 』)。 し 
か し これ は 結 己 ファシズム に よっ て 刊 用 され る 結果 に も な っ た 。 
一 黒 想 の 科学 研究 例 「 新 版 折 学 ・ 論 理 用 語 辞 典 」 よ り 


昨年 テレ ビ 放映 され て 大 人 気 を 博 し 、「 色 念 現象 」 と 呼ば れる 社会 現象 に まで 
な っ た 『 綴 念 戦隊 ルサンチマン 』 の 上 魅力 が ぎっ し り 詰 まっ て 、 一 局 の 本 に な り 
まし た 。 ル サン チマ ン の 秘密 や 必殺 技 の 大 公開 を 始め 、 パ ン ピ ー 帝 国 幹部 空 怪 


人 達 の 情報 も 満載 。 さ きら に は スタ ッ フ や 役者 の イン タビ ュー、 全 話 紹介 リス ト 
や 幻 の 初期 設定 資料 も 満 江 し て いま す 。 こ れ さ え 読 め ば あ な た も 今日 か ら 息 念 
博士 ! 

*※KLMS 社 の 大 百科 シリ ー ズ は 、 知 育 ・ 徳 育 に 効果 的 と の 支持 が 増え て お り ま すす 
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コギ ャ ー ル 兵 


当初 は 、 厳 哲 な 階 統 制 の も と に 組織 され た は ず の パン ピー 帝国 で あっ 
た が 、 末 期 に は 様々 な 思惑 が か ら ま り 、 組 織 構 成 ・ 命 令 系 統 に 大 き な 
混乱 が 見 られ た 。 

例え ば 、 ミ ヤダ イ ・ フ ナー イ 両 博士 の 存在 。 彼 ら は 元 来 理論 スタ ッ 
フ 及 び 経 営 コ ン サ ル タ ン ト と し て の み 活 動 を 許さ れ 、 命 令 ・ 指 揮 権 は 
な か っ た は ず が 、 次 第 に 陣頭 に 立つ こと が 増え 、 そ の 権力 を 増大 させ 
て いっ た 。 

また 、 キ ー ム タッ ク 指 揮 下 の ジャ ・ ニ ー ズ や アム ラー 下 の ア クタ ー 
ズ な ども 見 逃す こと は 出来 な い 。 始め は 特殊 部 隊 と し て 下級 兵士 か ら 
抜 捉 ・ 組 織 さ れ た は ず の 彼ら が 、 次 第 に 私 兵 集団 と 化し て いっ た の は 
本 編 で 見 られ た 通り で ある 。 ま た 、 特 殊 怪人 や 下級 兵士 に も 派閥 が 存 
在 し 、 そ の 街 突 が に 重 裂 を 生じ させ た こと も 記憶 に 新しい 。 
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ドラ イブ バン ピー ( 右 ) 

[第 3 話 睦 の 大 勝負 ! ル サ ン チ カ ー 出 動 ] 
絶妙 の カー チェ イス が 話題 と な っ た 第 3 話 。 
それ に 登場 し た の が ドラ イブ パン ピー だ 。 そ 
の スピ ー ド は も ちろ ん の こと 、 女 の 子 を ナン 
パ す る 巧み な 話術 は パン ピー 帝国 で も 5 本 の 
指 に 入る 強者 だ 。 


レタ 
ラン 4 の パン ンス 


サー クル バン ビー (上 ) 
[第 11 話 ぴっ くり ! 君 の 脆 の も まっ 茶 っ 茶 ] 
新人 勧 了 で オタ ク を パン ピー 化す る た め 、 大 規模 な 


洗脳 計画 を 実行 し た 。 サ ー ク ル で 鍛え た スポ ー ツ 条 


法 で ルサンチマン を 調 俳 する 。 


合コン 大 公 ( 石 ) 

[第 14 話 淫行 の 賜 ・ 合 コン を 潰せ ] 
コム ー ロ 大 帯 が パン ピー 魔界 か ら 召 喚 し た 磨 
族 。、 ル サン チマ ン に 合コン を 仕掛 けた 策士 で 
ある 。 酒 に 酔っ て 大 トラ に な り 正 体 が バレ る 。 


プル セラ バン ピー ( 倒 ) 

| 第 15 話 近 基 交 際 に 愛 の ムチ だ 1!1 
ミヤ ダイ 隊 上 に 改造 され た サイ ポ ボーグ 翌 人 。 
た まこ ご っ ちか ら 生 まれ た わけ で は な い 。 も と 
も と は いい 娘 だ っ た よう で 、 ル サン ナマ ン に 
例 さ れ た 後 は く 交 医 回 路 > を 外さ れ 、 普 通 の 
女 李 高生 、 三輪 号 日 楽に 戻っ た 。 


プル セラ パッ ン ピ ゼー 


[第 18 話 政 え ぬ コ ギャ ル に 』 


初代 の 反省 を いか し 、 ど うし よう も な くす れ っ か 


らし の 女 耳 高 相 を 改造 し た 。 知能 は 初代 に 比べ 格 
段 に 低い が 、 恥 を 知ら な い 分 パワ ー は 強力 。 ル サ 


ノ カ プル セラ バン ピー ( 合 ) 

1 第 98 話 度 米 ! 拉 交 際 殿 人! 
パン ビー 帝国 の 技術 と 取 
され た 、 プ ブル セラ シリ ー ズ 最終 形態 。 ネ コ 利 
の ビッ ト 兵 器 和 を 用 いて 攻 軸 する 。 


ラッ パー パン ビー (だ ) 
[第 5 話 マッ ク の 大 拓 敗 ? ギャ ル ゲ ー ト 
か つて マッ ク 電 脳 の 友人 で あっ た が 、 バ パン ピ 
向 し た 。 ギャルゲー で マッ ク を 事実 上 の 戦 半 不 能 に 
する 。 平 面 空 手 の 腕前 は パン ピー 帝国 No. 1 だ 。 
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[第 80 話 マッ ク ま た 失敗 中 
eo エロ ゲー で マッ 
る 。 好 き な 詩 葉 は 
「 一 般 保護 直 反 」。 パソ ュ ンマ ニア の 作 
CGT 破 壊 プ ログ ラム に 改 北 する 。 


っ た 


コス プレ パン ピー (な ) 
[第 88 話 年 2 回 の 男 ・ ル サン チコ ミ ケ 再 登場 ] 
ルサンチマン の 味方 の フリ を し て 近づい た 。 容姿 鳩 
鹿 だ が 、 キ ャ ラク ター へ の 愛 培 は カケ ラ も な い 。 マ 


スコ ミ デ ビ ュー を 夢見 て いる 。 
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答 川 等 間隔 パン ピー ( 右 ) 
【 第 10 話 鴨川 に 5 唄 が 才 い た ] 
放映 時 、 寂 急報 道 の た め に 左 閉 レー ン が カッ 
ト さ れ 登 場 で き な か っ た 怪人 。VD・LD に 
は 収録 きれ て いる 。 
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de 1 


学 宗 パ ン ピ ビー (だ ) 
[第 3 4 話 ミヤ ダイ 強 衣 ! 学 宗 の 死闘 ] 
学 祭 に 模擬 店 を 出し て 伯 金 集め を し て いた 。 
ミヤ ダイ 博士 に 代わ っ て ルサンチマン と 洋 う 
が 源 囲 能力 に 乏しく 、 あ っ け な く 改 れる 。 


ディ ズ ニ ー バ ン ビ ピー (だ ) 

{第 20 話 解散 の 危機 ? 沖 バ パレ ルサンチマン ] 
企画 段階 で は この 人 世 人 が 谷 場 する 予定 だ っ た が 、 
普 作 権 保 書 だ と いう ディ 側 の 圧力 で 没 に な っ 
た 。 降 板 に な っ た ディ ズ ニ ー バ パン ピー に 代わ り 、 
も の の け パ ン ピ ー が 採用 され た た め 、 幻 の 公 人 に 
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寺 g 族 夫 


際 旬 等 間隔 4 ピー 


09/02| び っ くり 7 きみ の 愛 の も も 真っ 茶 っ 和 茶 


寺 g 克 夫 


サー クル パン ピー 


05/09| に 朋 ぺ ぶ ? カラ オケ ボッ クス せい 玄 


カラ オケ バン ビー 


05/76] ア ムラ ー 希 婚 退 千 ? 


に | ダン サー パン ビー 


05/23| 痛 行 の 戻 ・ 合 コン を 六 セ リ 


合コン 大 公 


06/06| 緩 動 交 府 に 変 の ムチ ! 


ヴ ル セラ バ パッ クビ ピー 


06/731] ビ ニー ル の 中 の アレ ? 


727417- パ ルー 


06/20| フ レー ム の 中 の アレ リ 


プリ クラ バッ ピー| 


06/27| 救 も ね コギ ャ ル に 茜 閥 の 才 き を リ / 


7Mt ポ パーク ] 


07/0 宿 命 の 対決 ! キー ムタ ッ ク 散 る 7 


07// 解 散 の 記 機 ? 林 バ パレ ルサンチマン 


07/25|] 夏 だ 族 だ 無念 だ !# つ いで に バン ビー も ? 


08/0/| 和 守れ 表現 の 自 ゆ ・ 圧 カ 団 体 を 閥 返せ よ 


08/08| 條 の 先 を 越え て ゆけ ・ コ ミケ 前 夜 の 元 閲 


06// 引 | 先 配 ? 伝説 の 戦士 


08/22| 非 悟り 大吾!) ル サン チャ ン 分 列 ? 


08/29|] カ ハラ ー 合 ほ / ル サン チア イド ル 呪 に 元 


09/05| ア リサ 雪 ・ 施 も 


(怪人 依 場 で ず ) 


07// 外 一 代目 は す 供 灯 き ? ル サン チチ ャ イド ル 依 場 


80852g ス 人 奈 


09/2| ル サン チマ ン 05. ルサンチマン ? 


70/03| マ ッ ク ま た 大 徐 ? 


10/70| ル サン チ 大 運 勤 会 7 


70/77| ル サン チ 対 席 歌合 戦 


70/2 本 度 吉 未 7 衣 助 交際 怪人 


棚 /211 ミ ヤダ ィ 勿 句 ) 学園 大 の 央 関 7 


12/121 生 だ 測 だ 短信 だ ! や っ ぱり バン ビー も 


12/19| 概 夜 の @ 雪 に 流 女 の 孝 き を 7 


(怪人 急場 セ ず ) 


72/24| 年 回 の 男 ・ ル サン チコ ミケ 再 全 場 


コス プレ バン ピー 


07/07| 衡 事 の 真実 ! コム ー ロ 旭 終 委 戦 7 


07/7 旨 地下 ざ の ぐ 『7 諸 進 オタ ク 巡 会 


01/23| 欠 わり な き 日 常 ・ 終 わる ぜ 外 


07/30| プ ラッ ド ・ ミ ュー ジッ ク 
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定 聞 的 に いう と 、 ル サン チマ ン と は 、 現 実行 為 に よっ て 反 繋 ふる こと が か 不可 能 
な と き 、 趣 像 上 の 復 入 に ょ っ て その 埋め 合わ せ を し よう と する 者 が < に 把 き 続け る 
反復 成 情 の こと だ 、 と いえ ます が 、 こ の ルサンチマン と いう < と 環 現 自 体 が ニー チェ 
の 周 区 だ っ た わけ で は あり ませ ん 。 ル サン チマ ン 自 体 に つい て も 、 最 後に 周 更に する 
つも り で は あり ます けど 、 ニ ー チ ェ の 中 題 は 、 ル サン チマ ン が 部 像 する カカ と な っ て 価 

一 採 が 始ま る と いう こと で あり 、 そ し 
て 実際 に そう で あっ た 、 と いう こと な の で す 。 つま り 攻 々 は みな この 成功 し た 一 反 で 
作ら れ た 体 市 の 中 に いて 、 そ れ を 自明 と し て 生き て いる 、 と いう こと と が ポイ ント な の 
で す 。 この 京 を 見 逃す か 無視 し て し まう と 、 ニ ー チ ェ か ら 単 な る 個人 的 友人 生 論 の よ 
うな も の し か 引き 出せ な く な っ て し まい ます 。 

さて 、 ル サン チマ ン に 基づく 利和 杜 と いう こと に 逆 し て まず 注目 才 べ 守護 は * 初発 に 
否定 が ぁ る と いう ぅ 上京 で す 。 つ まり 、 他 な る も の に 対す る 和 否定 か ら 出 発 み る と 
いう こと が 周 題 な の で す 。 価値 市 送 が 否 寄 か ら 始 まる 、 だ か ら そ れ は 本 宮 は 赴 像 で 
は な く 、 本質 的 に 価値 転倒 、 価 値 転換 で し か あり えな い の で す 。 

狼 と 動 逢 の 宙 語 で いう と こう な り ま す 。 搬 は 重 に 手 が 届 か な か っ た わけ で す が 、 
この と き 、 払 が 重税 を どん な に 由 ん だ と し て も 、 ニ ー チ ェ 的 な 意味 で の ル サ ン チ 
マン と は 開 係 あり ませ ん 。 こ こま で は 宝 式 の こと な の で す が 、 長 要 な こと は 「 あ れ は 
酸っぱ い 芳 区 だ っ た の だ 」 と 自分 に 含 い 呈 か せ て 自分 を ご ま か し た と し て も 、 
それ で も まだ ニー チェ 的 な 訪 味 で の ルサンチマン と は いえ な い 、 と いう こと で す 。 折 
の 中 に 「 甘 いも の を 食べ な い 生 き 方 こそ が よい 生き 方 だ 」 と いっ た 、 自 己 を 正当 化す 
る た め の 転 倒し た 価値 意識 が 生ま れ た と ざ 、 払 は は じ め て 、 ニ ー チ ェ が 問題 に する 斉 
味 で ルサンチマン に 随 っ た と いえ ます 。(「 星 の 良 河 」 の 持つ 特別 な 価値 も を 、 こ の 観点 
か ら 環 衣 す べき で す 。) 

微 視 的 に みれ ば 、 誰 に で も そう いう ルサンチマン 的 な 要素 が な いと は いえ ませ ん 。 
し か し まあ 、 和 人 客 の 根 埋 が この 積 の 反転 的 価値 前 識 に よっ て つく られ て いる よう な 人 
も いま すか ら 、 経 験 的 に いっ て 、 そ うい う 和 人 に は 巡 づ か な い の が 覧 明 で す 。 自 
分 の 見 と いう も の が すべ て 、 他 人 に 対す る 反 基 か ら つ くら れ て いる よう な 人 で す 
ね 。 


一 永井 均 「 ル サン チマ ン の 哲学 」 よ り 


